
○ 交通事故発生状況
区 分 平成２７年６⽉末 増 減 数

発 生 件 数 ２，６０３件 －２５４件
死 者 数 ３８人 ４人
傷 者 数 ３，０４６人 －３５６人

※ 件数と傷者数は減少、死者数は増加しています。

○ 死者の年別推移

※ 上半期の死者数は、平成２３年を除いた平成２１年以降、３０⼈台で推移しており、
  なかでも平成２４年が最少となっています。

○ 死亡事故の主な特徴
死 者 数 増減数（前年同期⽐）

高 齢 者 ２４⼈ ８⼈
市 町 道 １４⼈ ４⼈
直 線 道 路 １７⼈ ２⼈
昼 間 ２３⼈ ４⼈
歩 ⾏ 中 １２⼈ －３⼈
横 断 歩 ⾏ 中 ６⼈ －５⼈
自 転 ⾞ 乗 ⾞ 中 ９⼈ ７⼈
四 輪 乗 ⾞ 中 １０⼈ －３⼈
シートベルト非着用者 ４⼈ １⼈
飲 酒 １ 当 関 与 ２⼈ １⼈

平成２７年上半期の交通事故

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
H17〜
26平均

上半期 64 44 50 51 34 33 46 32 33 34 38 42

下半期 49 57 50 31 47 31 45 24 37 41 41
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 ○ 死亡事故の約４割が直線道路で発生しています。

 ○ 死者のシートベルト対象者８⼈のうち、
   ５割（４人）がシートベルトをしておらず、
   ４人のうち３人の方は、シートベルトをしていれば助かったと思われます。

 ○ ⾃転⾞乗⾞中の死者は９⼈で、
   頭部の損傷が主な原因で亡くなられた方は５⼈でした。
   ５⼈のうち、ヘルメットを着用をしていた人はいませんでした。

 ○ 歩⾏中の死者は１２⼈で、７⼈が夜間でした。
   夜間歩⾏中の死者７⼈のうち、
   反射材を着用していた人はいませんでした。

 ○ 歩⾏中の死者１２⼈のうち、６⼈が横断中でした。
   横断中の死者６⼈のうち、横断歩道を横断中の人はいませんでした。

 ○ 全死者のうち約６割が高齢者となっています。（高齢者構成率は全国１４位）
   高齢者の死者は、歩⾏中（１２⼈中、１０⼈）、自転⾞乗⾞中（９⼈中、７⼈）、
   四輪乗用中（１０⼈中、４⼈）、⼆輪運転中（６⼈中、２⼈）となっており、
   歩⾏中と⾃転⾞乗⾞中の死者が多くなっています。
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目立ちましょう！


